














































































































































































































































































       　　      →（（T1：［はい］））　　　　　　　　　　　　　　　　　 →（（T2：［ええ］））
　　　　　　　　　　　  H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  H
2 S： この数年経って［―］、ドラマを見て［―］、すっごい昔くさいなと思いまして―、
　　　　  　   （T3： ［H］）　　    （T4： ［H］）
3 S： 時［代の流れ］にびっくりしました。











　　　　　　   　→（T1： ［ええ、ええ］）　 　 →（T2： ［うん］）　       　 （T3： ［HHHH］）














                           　　　　　    / （T1： H）
2 S：とか思うんですけど/　なんか、自分［が］、その、普段生活してて、はっとか思っても、
　　　　　　　　　　　 / （T2： H）（T3：［H］）
3 S：すぐ、なんか　、それが日常化されちゃって （0.2秒）//
                                 　　　　　　　　 　　            →//（（T4： うんうん））











































1 T： で、なるべく顔と名前をお、覚［えて］、 
   　　　　　　　　　　　　→（S1： ［HH］）
2 T： そいで、それから授業を始めるようにするん［ですけれども］、
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　→（S2： ［H 　H 　H］）
3 T： で、でも、5月の時点だからみんな学生の顔と名前覚えちゃって/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→/（（S3： はい））




















2 S：　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　［いますよね］　
3 S：でもね/
                /（（T1： そう））
　　　　　　　 　  　 H
4 T：それはなんなんだろうって （0.3秒）// 



















































































1 S： And I came early for, um （1.2秒） 
2 S： some Japanese study/           ［since I］’d only had a semester in America,
　　　　　　　　　　　→/ （（T1： ［Uh-huh］））
 　　　　　　　　                               H
3 S： so, I mean, I still don’t know very much/ but it’s really awful/{笑い}
                                     　　　　　　   →/ （（T2： Uh-huh））  →/ （T3： Yeah）
                                                                  　       H
ここでは教師が3回バックチャネルを送っている。T1とT2は‘Uh-huh’という言語的バックチャ
ネルと非言語的バックチャネルである頷きがそれぞれ‘some Japanese study’という句末と‘I still 
don’t know very much’という文節の直後に同時に現れた。またT3は‘Yeah’という言語的バック





1 S： I started listening to some Ja［panese］ music, and really liking it.
                     　　　  　→（T1： ［H H］）
2 S： And, you know, I heard this music, and I was thinking, you know,







1 S： Cuz I think I know they take a lot of English in school here, but （0.2秒）//
                                                   　    　　　　　　　　　　　            →// （T1： HH）
2 S： a lot of people, really don’t speak any, so （1.9秒）// or just numbers maybe.




































1 T： I, ah, I, I still remember I had a friend just last week,
2 T： I hadn’t seen him in six years/
               　　　　　               →/（S1： Oh wow）
3 T： and, um, we were at ［Shibuya］ crossing/ and he’s across the street, ‘Jennifer.’
                         → （S2： ［H H H］）     　 →/（（S3： Uh-huh））
                                                 　                       H  H
（9）では教師Tが日本で偶然知り合いに会った時のことを語っている。この会話の中で、学
生Sは２ヶ所の文法的区切りの位置でバックチャネルを使った。１つ目は教師の２行目の発話
‘I hadn’t seen him in six years’という文末で、S1に示される‘Oh wow’という言語的バックチャ
ネルのみの形式が観察された。２つ目はS3の‘Uh-huh’という言語的バックチャネルと、２回の


















1 T： They’ll have a （2.3秒）// they definitely have a, um （2.3秒） 
               　　　　         →// （S1： HH）                                     
2 T： I’m trying to remember the ［Ja］panese words, a, hone and tate, 
　　　　　　　　　　　　　（S2： ［H］）
3 T： ah, I forget anyway, um, an honest side and then, a （1.9秒）
4 T： a （1.3秒）// more closed, um （2.2秒）//
                     // （S3： Oh）                  →// （S4： HHHHH）
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